


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1886年 1/4 1/6 1/8 1/11 1/13 1/15 1/18 1/20 1/21 1/22 1/23 1/25 1/26 1/27 1/28 2/2 2/26 3/1
新公債 83.2 83.4 83.5 83.8 85.0 86.6 87.2 88.0 88.0 87.0 88.0 88.0 87.7 87.0 87.0 87.5 87 87.5
正金２月限株 184.0 185.0 187.5 193.0 195.0 205.0 217.0 213.5 209.5 209.0 209.5 211.5 214
正金３月限株 188.0 187.7 190.5 195.8 195.4 197.2 205.0 215.5 216.1 207.8 210.1 212.6 211.0 211.0 210.5 213.4 216 217
出典：『中外物価新報』より作成。新公債は「直取引」の、正金銀行株は「東京株式取引所」の価格を取った。
公
）
28
（
債
売
却
に
か
か
わ
る
部
分
と
、「
正
金
銀
行
株
券
之
件
不
残
売
付
申
候
」
と
合
計
二
〇
株
の
そ
れ
ぞ
れ
の
売
値
（
二
月
）
29
（
限
株
は
二
〇
九
円
で
八
株
・
二
一
〇
円
で
二
株
、
三
月
限
株
は
二
一
一
円
で
九
株
・
二
一
二
円
で
一
株
）
を
伝
え
て
「
証
拠
金
一
株
十
五
円
以
相
渡
申
候
、
右
御
承
引
可
被
下
候
」
と
す
る
横
浜
正
金
銀
行
株
売
却
に
か
か
わ
る
部
分
が
含
ま
れ
て
い
）
30
（
る
。『
中
外
物
価
新
報
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
八
八
六
年
一
月
の
新
公
債
の
直
取
引
相
場
と
横
浜
正
金
銀
行
株
の
東
京
株
式
取
引
所
に
お
け
る
値
動
き
は
表
1
の
よ
う
で
あ
る
。
前
記
の
書
簡
は
年
次
不
明
だ
が
、
同
じ
目
録
番
号
に
含
ま
れ
る
書
簡
の
年
次
や
、
書
簡
中
の
売
値
と
表
1
の
相
場
と
の
近
さ
か
ら
、
一
八
八
六
年
の
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
公
債
と
株
式
そ
れ
ぞ
れ
の
売
却
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
で
き
る
限
り
再
構
成
し
、
遠
隔
地
の
人
物
の
有
価
証
券
取
引
の
一
例
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
ま
ず
新
公
債
は
、
先
述
の
引
用
部
分
か
ら
、
柿
沼
が
八
六
円
六
〇
銭
と
い
う
売
値
で
笠
原
側
に
問
い
合
わ
せ
、
売
却
す
る
と
の
電
信
を
受
け
た
う
え
で
、
こ
れ
を
「
猶
預
）
31
（
合
」
つ
ま
り
約
定
せ
ず
に
少
し
待
ち
八
六
円
八
〇
銭
で
約
定
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
公
債
着
次
第
取
引
可
仕
候
」
と
柿
沼
は
申
し
添
え
て
い
る
。
以
上
の
流
れ
か
ら
、
公
債
の
売
却
は
笠
原
側
の
了
解
を
取
り
付
け
つ
つ
、
東
京
で
柿
沼
が
取
引
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
柿
沼
が
売
却
を
打
診
し
、
最
終
的
に
約
定
し
た
八
六
円
六
〇
〜
八
〇
銭
は
一
月
半
ば
ご
ろ
の
相
場
に
近
く
、
書
簡
が
送
ら
れ
た
一
月
末
の
八
七
〜
八
八
円
と
い
う
相
場
よ
り
も
若
干
安
い
こ
と
で
あ
る
。
書
簡
中
の
表
現
か
ら
連
絡
に
あ
た
っ
て
は
電
信
も
使
用
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
意
思
決
定
ま
で
一
定
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
存
在
し
、
そ
の
間
に
相
場
が
変
動
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
そ
の
後
、
二
月
一
日
付
で
柿
沼
か
ら
笠
原
文
平
・
文
次
郎
へ
宛
て
た
書
簡
に
は
「
新
公
債
三
千
円
正
金
株
二
十
株
也
、
本
日
郵
便
ニ
而
相
達
し
正
ニ
入
掌
仕
候
、
公
債
者
早
速
府
庁
ヘ
割
印
ヲ
受
て
差
遣
し
申
）
32
（
候
」
と
あ
り
、
笠
原
側
か
ら
郵
送
で
有
価
証
券
の
現
物
を
柿
沼
が
受
け
取
り
、
公
債
に
つ
い
て
は
発
行
条
例
に
規
定
さ
れ
た
名
義
の
書
き
換
え
な
ど
を
東
京
府
庁
で
行
っ
た
う
え
で
取
引
を
完
了
さ
せ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
先
述
の
「
公
債
着
次
第
取
引
可
12
仕
候
」
と
い
う
記
述
と
合
わ
せ
、
現
物
の
譲
渡
が
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
当
時
の
取
引
の
様
子
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
　
他
方
、
株
式
の
売
却
に
つ
い
て
は
、
一
か
月
ほ
ど
空
い
た
二
月
二
七
日
付
の
柿
沼
書
簡
に
は
「
一
、
正
金
銀
行
株
本
月
限
り
十
株
分
本
日
取
引
相
済
申
候
、
別
紙
仕
切
之
通
り
二
千
八
十
二
円
正
ニ
入
帳
仕
候
ハ
ヽ
御
承
引
可
被
下
候
」
と
、
株
式
売
却
代
金
二
〇
八
二
円
を
「
入
帳
」
し
た
と
あ
）
33
（
る
。
こ
こ
で
の
「
別
紙
」
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
同
じ
目
録
番
号
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
県
商
店
か
ら
柿
沼
商
店
に
宛
て
た
一
八
八
六
年
二
月
二
七
日
付
の
文
書
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
正
金
銀
行
の
二
月
限
株
を
一
月
二
六
日
に
二
〇
九
円
で
五
株
、
二
七
日
に
二
〇
九
円
で
三
株
・
二
一
〇
円
で
二
株
を
売
却
し
、
代
金
二
〇
九
二
円
か
ら
一
〇
円
を
引
い
て
二
〇
八
二
円
を
「
相
渡
ス
」
と
あ
）
34
（
る
。
史
料
に
登
場
す
る
「
山
県
商
店
」
と
は
、
東
京
株
式
取
引
所
の
仲
買
人
と
し
て
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
に
名
前
が
見
ら
れ
る
山
県
保
兵
衛
だ
と
考
え
ら
れ
）
35
（
る
。
　
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
山
県
が
株
式
の
売
却
を
約
定
し
、
代
金
の
う
ち
一
〇
円
を
手
数
料
と
し
て
取
っ
た
う
え
で
柿
沼
へ
渡
し
、
笠
原
側
へ
送
金
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
名
義
の
書
き
換
え
な
ど
を
含
め
て
柿
沼
が
担
当
し
た
公
債
の
場
合
と
異
な
り
、
株
式
の
売
却
に
あ
た
っ
て
は
専
門
業
者
で
あ
る
山
県
に
手
数
料
を
支
払
っ
て
取
り
計
ら
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
笠
原
側
と
山
県
が
直
接
書
簡
に
よ
る
や
り
取
り
を
し
た
形
跡
は
史
料
上
見
ら
れ
ず
、
東
京
を
拠
点
と
す
る
柿
沼
の
仲
介
が
あ
っ
て
こ
そ
、
笠
原
側
は
株
式
取
引
の
業
者
へ
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
　
一
方
で
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
柿
沼
と
笠
原
兄
弟
と
は
輸
入
綿
糸
な
ど
の
取
引
に
つ
い
て
関
係
が
深
く
、
出
荷
品
の
陸
送
に
つ
い
て
笠
原
文
平
へ
連
絡
が
あ
っ
た
三
月
一
五
日
付
の
柿
沼
か
ら
の
書
簡
に
は
「
代
金
之
義
正
金
株
代
金
相
当
テ
候
而
も
よ
ろ
し
く
」
な
ど
と
了
解
を
求
め
て
い
る
記
述
が
あ
る
。
山
県
か
ら
受
け
取
っ
た
正
金
銀
行
株
の
代
金
を
「
糸
代
ヘ
御
当
テ
被
下
候
而
よ
ろ
し
く
候
」
と
、
柿
沼
は
笠
原
側
の
有
価
証
券
売
買
の
利
益
を
彼
ら
と
の
綿
糸
取
引
の
決
済
に
充
当
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
）
36
（
え
、
笠
原
文
平
・
文
次
郎
の
有
価
証
券
投
資
は
純
粋
に
独
立
し
た
事
業
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
と
ま
で
は
評
価
で
き
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
、
遠
隔
地
か
ら
の
意
思
決
定
が
持
つ
タ
イ
ム
ラ
グ
の
影
響
だ
ろ
う
か
、
表
1
と
史
料
を
見
比
べ
る
と
、
売
却
決
定
を
伝
え
る
書
簡
13
が
送
ら
れ
た
一
月
末
時
点
の
新
公
債
・
二
月
末
時
点
の
横
浜
正
金
銀
行
二
月
限
株
の
相
場
は
、
書
簡
中
に
記
載
さ
れ
た
売
却
額
よ
り
も
わ
ず
か
に
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
三
月
九
日
付
で
柿
沼
か
ら
笠
原
文
平
・
文
次
郎
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
は
「
公
債
諸
株
之
成
行
以
上
ニ
上
向
ニ
有
之
、
過
般
売
付
取
計
一
寸
御
損
シ
御
気
之
毒
様
ニ
御
座
）
37
（
候
」
と
約
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
や
や
損
で
あ
っ
た
と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
本
章
で
は
柿
沼
を
介
し
た
笠
原
文
平
・
文
次
郎
の
東
京
に
お
け
る
公
債
・
株
式
売
却
の
流
れ
を
再
構
成
し
た
。
全
国
的
な
資
本
市
場
が
未
成
立
で
あ
っ
た
一
八
八
〇
年
代
後
半
の
時
点
で
、
北
海
道
・
新
潟
県
を
主
た
る
拠
点
と
す
る
笠
原
兄
弟
は
、
東
京
の
商
人
で
あ
る
柿
沼
と
の
、
も
と
も
と
家
業
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
関
係
を
通
じ
て
有
価
証
券
の
現
物
取
引
を
行
い
、
山
県
保
兵
衛
と
い
う
仲
買
商
と
も
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
相
場
の
動
き
を
十
分
に
捉
え
て
利
益
を
獲
得
で
き
て
い
た
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
柿
沼
と
の
綿
糸
取
引
の
一
環
に
も
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
一
面
が
あ
り
、
一
定
の
限
界
は
有
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
そ
れ
で
も
、
東
京
へ
も
足
を
運
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
る
と
は
い
え
拠
点
は
非
中
央
に
所
在
し
て
い
た
笠
原
兄
弟
に
と
っ
て
、
有
価
証
券
取
引
の
中
心
地
で
あ
る
東
京
に
つ
な
が
る
人
的
な
経
路
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
公
債
・
株
式
の
売
買
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
の
株
式
の
引
き
換
え
を
柿
沼
に
依
頼
し
て
い
る
。
　
一
八
八
五
年
に
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
と
が
合
併
し
て
成
立
し
た
ば
か
り
の
日
本
郵
船
の
株
式
に
つ
い
て
は
、「
郵
船
株
の
売
買
を
開
か
ん
と
す
」
と
題
す
る
八
六
年
三
月
六
日
付
の
新
聞
記
事
で
「
予
て
東
京
株
式
取
引
所
よ
り
該
会
社
へ
照
会
あ
り
し
如
く
同
所
に
於
て
売
買
を
始
む
る
事
な
ら
ん
が
、
聞
く
所
に
て
は
多
分
来
る
八
日
頃
よ
り
始
む
る
な
ら
ん
と
云
へ
り
、
其
の
立
会
を
開
く
に
至
ら
ば
此
に
初
め
て
日
本
郵
船
会
社
株
券
が
有
す
る
真
の
値
打
を
叩
き
出
し
、
併
せ
て
日
本
郵
船
会
社
の
値
打
を
も
世
上
に
披
露
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
是
よ
り
は
随
分
活
溌
な
る
売
買
高
下
も
あ
る
こ
と
な
る
べ
し
」
と
取
引
の
開
始
を
心
待
ち
に
す
る
言
及
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
旧
共
同
運
輸
会
社
が
発
行
し
て
い
た
株
券
は
そ
の
ま
ま
仮
株
券
と
し
て
順
次
名
義
替
え
を
し
て
い
く
こ
と
と
報
じ
ら
れ
て
い
）
38
（
る
。
こ
の
日
本
郵
船
株
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
、
笠
原
側
か
ら
柿
沼
に
依
頼
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
14
　
ま
ず
、
一
〇
月
三
日
付
の
柿
沼
か
ら
笠
原
文
平
に
宛
て
た
書
簡
に
は
「
郵
船
株
正
ニ
入
掌
仕
候
、
新
株
引
換
手
続
早
速
取
計
可
申
候
」
と
あ
る
。
柿
沼
は
笠
原
文
平
の
所
有
す
る
旧
共
同
運
輸
会
社
株
券
を
受
け
取
り
、
合
併
・
日
本
郵
船
設
立
に
伴
う
新
株
へ
の
引
き
換
え
を
代
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
書
簡
中
で
柿
沼
は
、
郵
船
会
社
株
に
つ
い
て
は
笠
原
側
か
ら
連
絡
が
あ
る
ま
で
「
現
今
所
有
株
等
無
之
故
頓
ト
気
力
付
不
申
居
、
今
般
御
申
越
ニ
付
不
取
敢
中
外
物
価
新
報
取
調
相
成
程
株
金
割
戻
し
云
フ
事
一
向
相
訳
不
申
候
」
な
の
で
、
本
社
に
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
郵
船
の
設
立
に
伴
っ
て
株
金
の
割
り
戻
し
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
点
の
取
り
調
べ
も
笠
原
文
平
か
ら
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
）
39
（
る
。
　
そ
の
後
、
日
付
を
欠
く
が
柿
沼
か
ら
笠
原
文
平
に
宛
て
た
書
簡
に
は
「
再
伸　
郵
船
株
券
之
義
未
タ
引
換
出
来
不
申
、
旧
株
者
特
ニ
差
出
し
申
候
間
、
追
而
引
換
ニ
相
成
可
申
候
」「
一
、
同
社
株
金
割
戻
し
云
々
之
義
同
会
社
ヘ
問
合
候
所
、
不
訳
ニ
旧
会
社
残
務
委
員
ヘ
可
尋
趣
き
ニ
御
座
候
間
、
猶
取
調
可
申
上
）
40
（
候
」
と
記
述
が
あ
る
。
株
券
の
引
き
換
え
も
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
株
金
割
り
戻
し
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
結
局
一
〇
月
一
五
日
付
書
簡
で
は
「
郵
船
会
社
株
式
引
換
出
来
候
間
、
本
株
券
御
追
送
申
上
候
也
」
と
株
券
の
引
き
換
え
の
み
が
言
及
さ
れ
て
い
）
41
（
る
。
こ
の
株
金
割
り
戻
し
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
顛
末
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
東
京
に
居
な
け
れ
ば
難
し
い
手
続
き
や
情
報
の
収
集
に
つ
い
て
、
笠
原
文
平
・
文
次
郎
は
輸
入
綿
糸
な
ど
の
買
入
と
い
う
家
業
の
延
長
で
関
係
を
持
っ
た
柿
沼
谷
蔵
を
介
す
る
こ
と
で
実
現
し
た
と
評
価
で
き
る
。
3
．
一
八
九
〇
年
の
有
価
証
券
投
資
　
一
八
八
九
年
八
月
に
発
生
し
た
株
式
払
い
込
み
と
関
連
す
る
金
融
逼
迫
に
よ
っ
て
第
一
次
企
業
勃
興
期
は
終
わ
り
を
告
げ
、
翌
年
上
半
期
に
か
け
て
株
式
恐
慌
や
紡
績
業
の
操
業
短
縮
が
起
こ
っ
て
い
）
42
（
た
。
　
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
下
の
一
八
九
〇
年
に
お
い
て
も
、
柿
沼
谷
蔵
か
ら
笠
原
文
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
に
は
有
価
証
券
投
資
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
柿
沼
か
ら
文
次
郎
に
宛
て
て
、「
炭
鉱
配
当
受
取
証
入
掌
、
明
日
取
付
可
申
）
43
（
候
」、「
金
町
配
当
年
九
分
之
割
15
ニ
相
成
代
印
受
取
申
候
、
下
野
証
受
取
申
）
44
（
候
」
と
い
っ
た
記
述
が
散
見
さ
れ
、
所
有
株
の
配
当
金
や
書
類
の
仲
介
を
行
う
と
い
う
、
遠
隔
地
と
東
京
を
結
ぶ
経
路
と
し
て
の
役
割
を
柿
沼
は
引
き
続
き
果
た
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
有
価
証
券
投
資
に
か
か
わ
る
内
容
を
持
つ
書
簡
が
文
次
郎
宛
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
若
干
の
変
化
が
観
測
で
き
る
。
前
章
で
取
り
上
げ
た
一
八
八
六
年
の
書
簡
の
宛
名
が
し
ば
し
ば
笠
原
文
平
・
文
次
郎
連
名
で
あ
り
、
日
本
郵
船
の
株
式
に
関
し
て
は
笠
原
文
平
単
独
へ
の
書
簡
が
あ
っ
た
こ
と
と
は
対
照
的
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
史
料
の
残
存
状
況
に
お
け
る
偶
然
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
、
後
年
の
笠
原
文
次
郎
か
ら
文
平
に
宛
て
た
書
簡
に
は
株
券
に
関
す
る
言
及
や
株
式
を
保
有
す
る
会
社
の
「
出
納
帳
」
の
写
し
な
ど
を
取
得
し
た
、
と
い
っ
た
記
述
が
散
見
さ
れ
）
45
（
る
た
め
、
文
平
が
完
全
に
有
価
証
券
投
資
か
ら
手
を
引
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
柿
沼
へ
の
対
応
を
文
次
郎
が
一
手
に
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
が
推
測
し
得
る
だ
ろ
う
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
推
測
を
重
ね
る
よ
り
な
い
が
、
も
う
一
つ
傍
証
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
文
次
郎
と
柿
沼
は
揃
っ
て
創
立
時
か
ら
株
主
に
名
を
連
ね
て
い
る
企
業
が
あ
り
、
註（
44
）の
史
料
の
よ
う
に
、
柿
沼
か
ら
文
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
に
は
こ
れ
ら
の
企
業
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
一
つ
は
、
一
八
八
七
年
に
栃
木
県
芳
賀
郡
大
内
村
に
設
立
さ
れ
た
下
野
紡
績
株
式
会
社
で
あ
る
。
同
村
の
野
沢
泰
次
郎
の
主
導
で
設
立
さ
れ
た
。
創
立
時
の
定
款
に
所
有
株
数
ま
で
は
記
載
が
無
い
が
柿
沼
・
文
次
郎
と
も
に
株
主
三
四
名
の
う
ち
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
特
に
柿
沼
は
創
立
時
か
ら
の
取
締
役
で
、
一
九
〇
二
年
に
は
取
締
役
社
長
に
就
任
し
て
い
）
46
（
る
。
　
も
う
一
つ
は
、
一
八
八
八
年
に
東
京
府
南
葛
飾
郡
金
町
村
に
設
立
さ
れ
た
煉
瓦
製
造
業
者
・
金
町
製
瓦
株
式
会
社
で
あ
る
。
同
社
も
下
野
紡
績
と
同
じ
く
野
沢
泰
次
郎
が
主
導
し
た
。
同
年
の
最
初
の
営
業
報
告
書
に
よ
る
と
、
創
立
時
の
株
主
が
一
五
名
・
全
一
〇
〇
〇
株
（
資
本
金
一
〇
万
円
）
で
あ
っ
た
同
社
に
お
い
て
、
柿
沼
は
野
沢
泰
次
郎
と
並
ん
で
同
率
二
位
と
な
る
一
五
〇
株
を
保
有
し
、
取
締
役
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
文
次
郎
は
同
率
一
〇
位
で
あ
る
三
〇
株
を
保
有
し
、
以
後
一
九
〇
〇
年
下
半
期
ま
で
株
式
の
保
有
が
確
認
で
き
）
47
（
る
。
　
株
式
の
保
有
状
況
の
違
い
を
踏
ま
え
る
と
、
柿
沼
が
企
業
の
発
起
に
関
わ
る
に
あ
た
り
、
文
次
郎
を
誘
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
確
認
で
き
る
限
り
の
両
社
の
株
主
一
覧
に
お
い
て
、
笠
原
文
平
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。
16
　
文
次
郎
の
両
社
の
株
式
保
有
は
柿
沼
の
勧
誘
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
な
ぜ
別
段
の
地
縁
が
無
い
両
社
の
発
起
に
柿
沼
は
関
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
特
に
企
業
勃
興
期
か
ら
日
清
戦
後
に
か
け
て
、
各
地
の
紡
績
会
社
へ
呉
服
商
や
綿
糸
商
な
ど
繊
維
関
係
の
商
人
が
積
極
的
に
投
資
し
、
株
主
の
多
く
を
占
め
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
48
（
る
。
柿
沼
の
下
野
紡
績
へ
の
参
加
も
、
当
初
は
綿
糸
商
と
し
て
の
立
場
が
起
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
下
野
紡
績
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
野
沢
泰
次
郎
と
の
関
係
か
ら
、
自
ら
の
事
業
に
は
全
く
関
係
の
な
い
業
種
で
あ
る
金
町
製
瓦
で
も
、
役
員
に
就
任
す
る
と
い
う
展
開
を
見
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
株
式
会
社
の
設
立
や
株
式
保
有
に
関
す
る
関
係
の
連
鎖
が
明
治
日
本
の
資
本
主
義
経
済
の
展
開
を
下
支
え
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
）
49
（
る
。
　
で
は
、
一
八
九
〇
年
の
書
簡
か
ら
見
出
せ
る
、
柿
沼
を
介
し
た
笠
原
文
次
郎
の
有
価
証
券
投
資
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
ま
ず
、
同
年
八
月
一
日
付
で
柿
沼
は
「
本
日
株
式
之
相
場
炭
鉱
大
き
に
気
直
リ
、
兼
而
御
注
文
九
切
り
を
十
切
り
と
致
し
候
ハ
ヽ
、
出
会
候
場
合
ニ
相
成
ニ
付
、
専
断
を
以
テ
十
月
切
り
廿
三
円
五
十
銭
ヨ
リ
八
十
銭
迄
ニ
而
百
株
丈
ケ
売
付
申
候
、
ア
ト
五
十
銭
上
ケ
順
売
可
申
候
間
、
此
段
御
承
リ
可
被
下
候
」
と
文
次
郎
へ
書
き
送
っ
て
い
）
50
（
る
。
こ
こ
で
「
炭
鉱
」
と
あ
る
の
は
当
時
の
中
心
銘
柄
・
鉄
道
会
社
株
の
一
つ
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
の
株
で
あ
ろ
う
。『
中
外
物
価
新
報
』
七
月
三
一
日
付
に
記
載
の
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
株
七
月
最
後
の
終
値
は
九
月
限
株
二
二
円
三
〇
銭
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
八
月
二
日
付
記
載
の
同
月
一
日
終
値
は
九
月
限
株
二
三
円
一
〇
銭
・
一
〇
月
限
株
二
三
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
『
中
外
物
価
新
報
』
で
は
一
日
の
取
引
に
お
け
る
値
動
き
も
追
う
こ
と
が
で
き
、
八
月
一
日
の
最
高
値
は
九
月
限
株
二
三
円
五
〇
銭
・
一
〇
月
限
株
二
三
円
九
〇
銭
ま
で
つ
け
た
。
月
が
替
わ
っ
て
値
上
が
り
傾
向
と
な
っ
た
の
は
た
し
か
で
、
書
簡
の
記
述
と
符
合
す
）
51
（
る
。
こ
の
流
れ
を
見
て
、
柿
沼
は
九
月
限
で
売
却
し
よ
う
と
し
て
い
た
株
を
一
〇
月
限
に
切
り
替
え
て
一
〇
〇
株
売
却
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
残
り
は
あ
と
五
〇
銭
値
上
が
り
す
る
の
を
待
つ
、
と
い
う
判
断
を
「
専
断
を
以
テ
」
行
っ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
さ
ら
に
、
一
八
九
〇
年
一
〇
月
二
五
日
付
の
柿
沼
か
ら
文
次
郎
に
宛
て
た
書
簡
に
は
「
本
日
株
安
炭
廿
六
円
弐
十
銭
十
二
月
限
出
合
百
株
買
入
之
案
内
有
之
候
」
と
あ
）
52
（
る
。
こ
れ
は
同
じ
く
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
株
を
指
し
て
お
り
、『
中
外
物
価
新
報
』
が
報
じ
る
同
日
の
一
二
月
限
株
の
終
値
と
書
簡
の
記
述
が
一
致
し
て
い
）
53
（
る
。
書
簡
中
の
「
買
入
之
案
内
」
と
は
笠
原
文
次
郎
側
が
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
株
を
購
入
で
き
る
機
17
会
を
指
す
の
か
、
所
有
す
る
株
式
に
対
し
て
買
い
入
れ
た
い
人
物
が
居
る
と
い
う
売
却
の
機
会
を
指
す
の
か
、
や
や
不
明
確
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
柿
沼
は
か
な
り
積
極
的
に
笠
原
文
次
郎
へ
有
価
証
券
投
資
を
仲
介
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
時
期
で
も
書
簡
中
に
綿
糸
に
関
す
る
記
述
は
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
笠
原
文
次
郎
と
柿
沼
と
の
関
係
が
完
全
に
有
価
証
券
投
資
に
偏
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
柿
沼
の
行
動
は
、
前
章
の
時
期
か
ら
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。
　
前
章
で
取
り
上
げ
た
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
た
柿
沼
の
行
動
は
、
新
公
債
に
つ
い
て
は
、
相
場
の
値
上
が
り
を
多
少
待
ち
、
よ
り
高
額
で
の
約
定
に
成
功
す
る
と
い
う
独
断
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
笠
原
文
平
・
文
次
郎
か
ら
の
返
事
を
待
っ
て
売
却
す
る
受
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
横
浜
正
金
銀
行
株
に
つ
い
て
は
株
式
仲
買
人
と
の
仲
立
ち
を
す
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
特
に
一
八
九
〇
年
八
月
一
日
付
書
簡
か
ら
わ
か
る
柿
沼
の
行
動
は
、
文
次
郎
か
ら
「
兼
而
御
注
文
」
を
受
け
た
後
は
柿
沼
自
身
の
判
断
で
動
く
、
か
な
り
能
動
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
株
式
会
社
の
発
起
に
も
関
わ
り
、
投
資
家
と
し
て
の
面
に
自
信
を
強
め
て
の
変
化
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
柿
沼
と
笠
原
文
平
と
の
有
価
証
券
投
資
に
関
す
る
や
り
取
り
が
見
ら
れ
な
く
な
る
点
が
、
も
し
も
史
料
残
存
状
況
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
や
、
単
に
文
次
郎
に
任
せ
た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
に
文
平
が
柿
沼
と
距
離
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
柿
沼
の
姿
勢
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
と
推
測
し
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
は
、
北
海
道
・
新
潟
県
三
条
を
拠
点
と
し
、
北
海
道
開
拓
や
呉
服
・
洋
糸
卸
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
た
笠
原
文
平
・
文
次
郎
家
に
宛
て
た
、
日
本
橋
区
の
綿
糸
問
屋
・
柿
沼
谷
蔵
か
ら
の
書
簡
を
分
析
し
、
第
一
次
企
業
勃
興
期
前
後
に
お
け
る
笠
原
家
の
有
価
証
券
取
引
の
様
子
を
再
構
成
し
た
。
当
該
時
期
は
ま
だ
全
国
的
な
資
本
市
場
が
成
立
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
時
期
で
あ
り
、
笠
原
家
の
東
京
に
お
け
る
株
式
・
公
債
の
取
引
は
、
柿
沼
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
が
史
料
か
ら
捉
え
た
の
は
、
近
世
期
以
来
の
家
18
業
が
開
港
に
よ
る
刺
激
で
拡
張
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
人
脈
が
さ
ら
に
有
価
証
券
投
資
の
ル
ー
ト
に
な
っ
た
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
先
行
研
究
に
お
い
て
も
全
国
各
地
の
資
産
家
の
投
資
行
動
や
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
地
域
の
つ
な
が
り
は
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
の
事
例
に
お
い
て
、
差
益
の
獲
得
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
遠
隔
地
で
あ
る
点
が
制
約
と
な
っ
た
場
面
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
柿
沼
と
笠
原
が
関
係
を
取
り
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
つ
な
が
り
な
ど
と
い
っ
た
地
理
的
要
件
の
機
能
が
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
か
っ
た
点
は
特
徴
的
で
あ
る
。
地
縁
か
ら
こ
う
し
た
人
的
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
き
、
経
済
的
に
機
能
す
る
点
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
家
業
な
ど
か
ら
人
的
つ
な
が
り
が
生
じ
、
そ
れ
が
有
価
証
券
投
資
と
い
う
別
の
機
能
へ
と
転
化
し
、
さ
ら
に
企
業
設
立
へ
の
出
資
へ
と
拡
張
し
て
い
く
過
程
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
類
似
す
る
例
と
し
て
は
、
笠
原
文
次
郎
と
同
様
に
下
野
紡
績
・
金
町
製
瓦
の
創
業
時
か
ら
の
株
主
で
あ
り
、
輸
入
綿
糸
に
つ
い
て
は
大
半
を
柿
沼
か
ら
仕
入
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
、
群
馬
県
桐
生
の
織
元
・
森
宗
五
郎
お
よ
び
森
宗
作
が
あ
げ
ら
れ
）
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（
る
。
　
ま
た
、
第
一
次
企
業
勃
興
期
を
経
て
、
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
柿
沼
と
笠
原
文
平
・
文
次
郎
と
の
関
係
に
は
若
干
の
変
化
が
見
出
さ
れ
た
点
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
れ
が
、
笠
原
家
側
の
役
割
の
変
化
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
文
平
が
柿
沼
と
の
関
係
に
消
極
化
し
た
と
い
う
人
間
関
係
の
変
化
に
よ
る
も
の
か
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
柿
沼
に
よ
る
有
価
証
券
投
資
へ
の
仲
介
は
か
な
り
積
極
化
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
文
次
郎
は
柿
沼
が
設
立
に
参
与
し
た
企
業
の
株
式
も
取
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
近
代
日
本
に
お
い
て
資
本
主
義
経
済
が
拡
張
し
て
い
く
過
程
で
、
投
資
の
経
験
や
投
資
行
動
へ
の
積
極
化
が
人
的
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
伝
播
し
、
人
々
の
行
動
様
式
を
変
え
て
い
く
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
過
程
に
お
い
て
損
失
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
し
て
退
場
し
て
い
く
者
も
数
多
く
居
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
企
業
勃
興
期
の
よ
う
な
ブ
ー
ム
の
経
験
を
人
的
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
広
く
各
地
の
人
々
が
得
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
代
日
本
に
資
本
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
く
た
め
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
註
（
1
）  
「
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
社
会
的
資
金
の
集
中
」
高
橋
幸
八
編
『
日
本
近
代
化
の
研
究 
上
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
参
照
。
引
用
部
分
は
三
19
〇
七
頁
。
（
2
）  
鈴
木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
・
和
田
一
夫
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
参
照
。
（
3
）  
石
井
寛
治
『
日
本
の
産
業
革
命
』
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
（
初
出
は
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
お
よ
び
同
『
資
本
主
義
日
本
の
歴
史
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
第
二
章
参
照
。
（
4
）  
阿
部
武
司
・
谷
本
雅
之
「
企
業
勃
興
と
近
代
経
営
・
在
来
経
営
」
宮
本
又
郎
・
阿
部
武
司
編
『
日
本
経
営
史 
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
参
照
。
（
5
）  
『
資
産
家
資
本
主
義
の
生
成
』
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
参
照
。
（
6
）  
以
下
は
、
中
村
尚
史
「
明
治
期
の
有
価
証
券
投
資
」
石
井
寛
治
・
中
西
聡
編
『
産
業
化
と
商
家
経
営
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
第
四
章
参
照
。
（
7
）  
大
都
市
と
対
比
し
て
面
接
性
の
高
い
人
間
関
係
が
広
が
る
「
地
方
」
が
、
資
本
市
場
の
未
成
熟
さ
を
補
完
し
て
い
た
意
義
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
中
村
尚
史
『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）。
（
8
）  
北
海
道
立
文
書
館
に
備
え
付
け
の
「
笠
原
格
一
家
文
書
目
録
」
の
解
説
参
照
。
な
お
、『
笠
原
格
一
家
文
書
』
の
所
在
や
概
要
に
つ
い
て
、
佐
藤
大
悟
氏
に
詳
細
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
謝
し
て
記
し
た
い
。
（
9
）  
前
掲
「
笠
原
格
一
家
文
書
目
録
」
参
照
。
（
10
）  
大
谷
桂
舟
『
桂
舟
偶
語
』
桂
舟
遺
稿
刊
行
会
、
一
九
三
六
年
、
一
九
六
〜
一
九
七
頁
お
よ
び
第
四
銀
行
企
画
部
行
史
編
集
室
編
『
第
四
銀
行
百
年
史
』
第
四
銀
行
、
一
九
七
四
年
参
照
。
（
11
）  
『
日
本
綿
紡
績
業
史
序
説
・
上
』
三
二
〜
三
八
頁
参
照
。
（
12
）  
「
明
治
前
期
輸
入
綿
糸
の
流
通
構
造
」『
土
地
制
度
史
学
』
三
一
－
四
、
一
九
八
九
年
、
四
二
〜
四
三
、
四
八
〜
五
〇
頁
参
照
。
（
13
）  
た
と
え
ば
森
川
英
正
氏
は
、
兼
任
大
株
主
重
役
た
ち
は
業
績
の
向
上
な
ど
よ
り
も
投
機
的
な
関
心
が
強
い
傾
向
が
あ
り
、
ま
だ
業
務
や
意
思
決
定
な
ど
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
っ
た
一
九
〇
五
年
ご
ろ
ま
で
は
こ
う
し
た
社
会
的
地
位
を
求
め
る
者
が
絶
え
な
か
っ
た
と
す
る
（『
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
営
史
』
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
、
七
六
〜
七
九
頁
参
照
）。
（
14
）  
「﹇
笠
原
文
次
郎
出
張
先
か
ら
の
書
簡
等
綴
﹈」「
廿
年
東
京
出
張
先
よ
り
本
店
ヘ
宛
タ
ル
書
類
」（
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
『
笠
原
格
一
家
文
書
』
B
65/545
〜550
）
な
ど
の
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
目
録
上
の
一
件
ご
と
に
多
数
の
書
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（
15
）  
前
掲
「﹇
笠
原
文
次
郎
出
張
先
か
ら
の
書
簡
等
綴
﹈」
同
前B
65/546
に
所
収
の
一
八
八
七
年
の
電
信
を
参
照
。
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（
16
）  
「﹇
書
簡
﹈」
同
前B
65/2125
に
所
収
の
一
八
八
六
年
一
二
月
三
日
付
笠
原
文
次
郎
宛
柿
沼
谷
蔵
書
簡
参
照
。
（
17
）  
「﹇
書
簡
﹈」
同
前B
65/4277
に
所
収
の
年
次
不
明
七
月
一
三
日
付
笠
原
文
平
宛
柿
沼
谷
蔵
書
簡
参
照
。
（
18
）  
前
掲
「
笠
原
格
一
家
文
書
目
録
」
の
解
説
参
照
。
（
19
）  
「
代
人
御
届
」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/1536
参
照
。
（
20
）  
「﹇
笠
原
文
次
郎
出
張
先
か
ら
の
書
簡
等
綴
﹈」
同
前B
65/550
参
照
。
（
21
）  
以
下
は
慶
応
義
塾
編
『
慶
応
義
塾
百
年
史 
上
巻
』
慶
応
義
塾
、
一
九
五
八
年
、
七
七
一
〜
七
七
四
頁
参
照
。
（
22
）  
渡
辺
慶
一
「
福
沢
諭
吉
と
笠
原
恵
」『
日
本
歴
史
』
四
五
、
一
九
五
二
年
、
四
六
頁
も
、
血
縁
関
係
が
あ
る
こ
と
の
典
拠
は
ま
っ
た
く
示
し
て
い
な
い
が
、
笠
原
恵
の
兄
文
平
へ
宛
て
た
福
沢
諭
吉
の
書
簡
が
『
続
福
沢
全
集 
六
』（
福
沢
諭
吉
著
、
慶
応
義
塾
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
と
記
述
し
て
い
る
。
（
23
）  
「
笠
原
格
一
自
叙
伝
」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/786
参
照
。
（
24
）  
「﹇
笠
原
文
次
郎
出
張
先
か
ら
の
書
簡
等
綴
﹈」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/548
所
収
の
三
月
二
四
日
付
笠
原
文
平
宛
笠
原
文
次
郎
書
簡
参
照
。
目
録
で
は
一
八
八
七
年
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
所
得
税
法
の
制
定
と
一
致
す
る
。
（
25
）  
以
下
は
「﹇
笠
原
文
次
郎
出
張
先
か
ら
の
書
簡
等
綴
﹈」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/547
所
収
の
六
月
一
五
日
付
笠
原
文
平
宛
笠
原
文
次
郎
書
簡
参
照
。
目
録
で
は
一
八
八
七
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（
26
）  
前
掲
「
笠
原
格
一
自
叙
伝
」
参
照
。
（
27
）  
以
下
、
有
価
証
券
の
値
動
き
に
つ
い
て
は
、『
中
外
物
価
新
報
』
が
報
じ
た
東
京
株
式
取
引
所
や
直
取
引
の
価
格
を
確
認
し
て
い
る
。
（
28
）  
新
公
債
は
一
八
七
三
年
太
政
官
布
告
第
一
一
五
号
新
旧
公
債
証
書
発
行
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
廃
藩
置
県
後
に
改
め
て
調
査
し
引
き
継
い
だ
藩
債
の
う
ち
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
か
ら
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
ま
で
に
借
り
た
も
の
を
無
利
子
五
〇
年
賦
の
旧
公
債
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
か
ら
廃
藩
ま
で
に
借
り
た
も
の
を
四
分
利
二
〇
年
賦
の
新
公
債
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
金
の
償
還
は
原
則
と
し
て
年
二
回
、
抽
選
の
う
え
で
実
施
さ
れ
る
（
明
治
財
政
史
編
纂
会
編
『
明
治
財
政
史 
第
八
巻
』
丸
善
、
一
九
〇
四
年
、
二
一
〇
〜
二
四
九
頁
参
照
）。
（
29
）  
一
八
七
八
年
太
政
官
布
告
第
八
号
の
株
式
取
引
所
条
例
第
三
六
条
で
定
期
取
引
の
期
限
は
三
ヶ
月
ま
で
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
○
月
限
株
」
と
は
約
定
し
て
株
式
の
現
物
を
引
き
渡
す
期
限
を
指
す
（
日
本
取
引
所
研
究
会
編
『
兜
街
繁
昌
記
』
壬
子
出
版
社
、
一
九
一
二
年
、
一
六
四
頁
「
限
月
」
の
項
目
も
参
照
）。
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（
30
）  
「
明
治
十
九
年
度
柿
沼
来
翰
」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/540
所
収
の
一
月
二
九
日
付
書
簡
参
照
。
（
31
）  
預
け
合
い
と
は
「
直
取
引
競
売
買
に
於
て
、
約
定
を
翌
日
〳
〵
と
持
越
す
」
こ
と
（
前
掲
『
兜
街
繁
昌
記
』
一
五
九
頁
参
照
）。
（
32
）  
「
明
治
十
九
年
度
柿
沼
来
翰
」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/540
所
収
の
二
月
一
日
付
書
簡
参
照
。
（
33
）  
同
前
所
収
の
二
月
二
七
日
付
書
簡
参
照
。
（
34
）  
同
前
所
収
の
一
八
八
六
年
二
月
二
七
日
付
柿
沼
商
店
宛
山
県
商
店
文
書
参
照
。
（
35
）  
白
崎
五
郎
七
編
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
日
本
商
工
人
名
録
発
行
所
、
一
八
九
二
年
参
照
。
ま
た
、『
笠
原
格
一
家
文
書
』
に
は
別
の
年
次
で
「﹇
山
県
保
兵
衛
か
ら
柿
沼
谷
蔵
あ
て
売
附
書
﹈」
と
い
う
史
料
も
残
っ
て
い
る
（B
65/1350
）。
（
36
）  
「
明
治
十
九
年
度
柿
沼
来
翰
」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/540
所
収
の
三
月
一
五
日
付
書
簡
参
照
。
（
37
）  
同
前
所
収
の
三
月
九
日
付
書
簡
参
照
。
こ
の
他
に
も
、
や
や
文
脈
が
不
明
確
な
と
こ
ろ
を
残
す
が
、
遠
隔
地
で
現
物
取
引
を
行
っ
た
た
め
の
手
間
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
事
例
を
次
に
あ
げ
る
。
一
八
八
六
年
六
月
四
日
付
笠
原
文
平
・
文
次
郎
宛
柿
沼
谷
蔵
書
簡
（
同
前
所
収
）
に
は
「
其
内
上
直
有
之
候
ハ
ヽ
売
却
…
…
併
し
本
月
抽
後
之
事
ニ
可
仕
心
得
ニ
御
座
候
」
と
あ
り
、
新
公
債
の
元
金
償
還
抽
選
の
時
期
を
挟
ん
で
売
却
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
結
局
、
七
月
二
日
付
笠
原
文
平
宛
柿
沼
谷
蔵
書
簡
（
同
前
所
収
）
で
は
「
公
債
御
送
リ
被
下
本
日
到
着
正
ニ
入
掌
仕
候
内
当
リ
ク
ジ
二
百
円
承
知
仕
候
、
何
角
御
手
数
恐
入
候
、
右
二
百
円
明
日
引
替
証
と
俣
々
御
送
可
申
上
候
ハ
ヽ
、
何
卒
宜
ク
御
願
申
上
候
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
先
述
の
一
〜
二
月
に
か
け
て
の
公
債
売
却
と
同
様
に
笠
原
側
か
ら
柿
沼
へ
公
債
の
現
物
が
送
ら
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
に
抽
選
償
還
に
当
選
し
た
も
の
が
含
ま
れ
、
そ
の
分
の
二
〇
〇
円
を
改
め
て
柿
沼
か
ら
返
送
す
る
手
筈
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
旧
公
債
証
書
発
行
条
例
で
は
抽
選
償
還
の
手
続
き
は
各
地
方
庁
で
行
え
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
償
還
の
た
め
に
東
京
へ
公
債
現
物
を
送
る
必
要
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
遠
隔
地
に
公
債
現
物
を
郵
送
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
手
数
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
（
38
）  
『
中
外
物
価
新
報
』
一
八
八
六
年
三
月
六
日
付
参
照
。
（
39
）  
「﹇
柿
沼
関
係
書
類
﹈」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/541
所
収
一
〇
月
三
日
付
書
簡
参
照
。
な
お
、
書
簡
中
に
日
本
郵
船
の
「
本
社
ハ
御
案
内
之
通
リ
十
月
一
日
ヨ
リ
横
浜
ヘ
移
リ
申
候
間
、
明
日
取
調
可
申
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
連
の
や
り
取
り
は
一
八
八
六
年
の
書
簡
と
推
定
で
き
る
。
（
40
）  
同
前
所
収
日
付
不
明
書
簡
参
照
。
（
41
）  
同
前
所
収
一
〇
月
一
五
日
付
書
簡
参
照
。
（
42
）  
前
掲
石
井
『
日
本
の
産
業
革
命
』
九
五
〜
九
七
頁
参
照
。
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（
43
）  
「﹇
柿
沼
谷
蔵
か
ら
の
書
簡
﹈」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/574
所
収
の
八
月
一
〇
日
付
書
簡
参
照
。
（
44
）  
同
前
所
収
の
八
月
六
日
午
前
付
書
簡
参
照
。
（
45
）  
年
次
不
明
だ
が
、
史
料
中
に
長
岡
銀
行
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
そ
の
創
立
年
で
あ
る
一
八
九
六
年
（
北
越
銀
行
行
史
編
纂
室
編
『
創
業
百
年
史
』
北
越
銀
行
、
一
九
八
〇
年
参
照
）
以
降
の
書
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
（
46
）  
「
下
野
紡
績
株
式
会
社
定
款
」
栃
木
県
立
文
書
館
所
蔵
『
野
澤
崇
晶
家
文
書
』
三
二
お
よ
び
「
定
款
御
認
可
願
（
下
野
紡
績
株
式
会
社
）」
三
六
参
照
。
ま
た
、
現
存
す
る
同
社
の
最
古
の
営
業
報
告
書
で
あ
る
一
八
九
八
年
上
半
期
の
も
の
に
よ
る
と
、
柿
沼
は
七
五
〇
株
を
保
有
す
る
筆
頭
株
主
で
、
笠
原
文
次
郎
は
す
で
に
株
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
（
47
）  
埼
玉
県
立
文
書
館
が
所
蔵
す
る
金
町
製
瓦
の
各
期
の
営
業
報
告
書
を
参
照
し
た
（
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
『
日
本
煉
瓦
株
式
会
社
文
書
』
六
三
七
、
六
四
三
－
一
〜
七
）。
（
48
）  
山
口
和
雄
「
明
治
三
十
一
年
前
後
紡
績
会
社
の
株
主
に
つ
い
て
」『
経
営
論
集
』（
明
治
大
学
経
営
学
研
究
所
）
一
五
－
二
号
、
一
九
六
八
年
、
同
編
著
『
日
本
産
業
金
融
史
研
究 
紡
績
金
融
編
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
、
八
六
〜
一
〇
九
頁
（
村
上
は
つ
執
筆
担
当
部
分
）、
石
井
寛
治
『
近
代
日
本
金
融
史
序
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
第
一
一
章
（
初
出
は
逆
井
孝
仁
・
保
志
惇
・
関
口
尚
志
・
石
井
寛
治
編
『
日
本
資
本
主
義　
展
開
と
論
理
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）、
前
掲
中
西
聡
『
資
産
家
資
本
主
義
の
生
成
』
二
〇
〜
二
一
、
二
八
〜
二
九
頁
な
ど
参
照
。
（
49
）  
「
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
研
究
で
示
さ
れ
た
企
業
発
起
に
お
け
る
人
的
つ
な
が
り
の
重
要
性
は
、
株
式
保
有
に
お
い
て
も
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
（
50
）  
「﹇
柿
沼
谷
蔵
か
ら
の
書
簡
﹈」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/574
所
収
の
八
月
一
日
付
書
簡
参
照
。
（
51
）  
『
中
外
物
価
新
報
』
一
八
九
〇
年
七
月
三
一
日
付
お
よ
び
八
月
二
日
付
参
照
。
（
52
）  
「﹇
書
簡
﹈」
前
掲
『
笠
原
格
一
家
文
書
』B
65/4531
参
照
。
（
53
）  
『
中
外
物
価
新
報
』
一
八
九
〇
年
一
〇
月
二
六
日
付
参
照
。
（
54
）  
前
掲
註（
12
）、
四
六
、
四
七
頁
参
照
。
